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世田谷区は区内および隣接に１７の大学・学部があります。各大学の専門性
や特色を活かし、区内の様々な課題に区や地域と協働して取り組んでいます。
今回は産業能率大学の紹介と、初開催の「三茶マルシェ」に三軒茶屋町会との
連携で運営支援に携わった武内千草ゼミの活躍をお伝えします。また、産業能
率大学の近隣である八幡中学校との連携活動にクローズアップして、中村知子
ゼミの活動、田中彰夫教授の活動をご紹介します！
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産業能率大学は東京都世田谷区と、行政における様々な分野において人的交流、知的・物

的資源の相互活用を図り、地域社会の持続的な発展に資することを目的に、連携協力に関す

る包括協定を締結しています。現在、授業やゼミ、サークル活動を通じて、様々な連携活動

を展開しています。

産業能率大学の学生へは、日頃からよくさまざまなイベント運営支援についてお声掛けをいただ

いています。特に世田谷区内では、地元に密着したイベント運営支援でお声掛けいただくことが多く
あります。今回は初開催となった「三茶マルシェ」の運営支援に携わった武内千草ゼミの活動状況に
ついてお伝えします！

武内千草ゼミが、三軒茶屋町会と連携し、初開催となった「三茶マルシェ」
の運営サポートで地域支援活動を実践！

2023年11月12日（日）、武内千草ゼミが「三茶マルシェ」の運営をサポートしました。三軒茶
屋町会会長の石綿晃様からお話をいただき、今回初開催となったイベント運営に参画、ゼミ生は開催
日当日の運営をサポートすることを通じて、地域支援活動を実践しました。

三茶マルシェのポスター

当日は、午前から会場のテント設営、バルーンなどの飾り付け、子供用イベン
トの準備に取り掛かり、その後は防災訓練の受付、子供用テント運営、飲食ブー
スでの販売に分かれて活動し、終了後の撤収清掃まで、終始大活躍でした。

「三茶マルシェ」は三軒茶屋町会が近
隣の商店や、地域で活動する団体、学
生たちが協力して開催するマルシェイ
ベントです。三軒茶屋駅から徒歩7分、
蛇崩川緑道側の緑豊かで広い丸山公園
で開催されました。
グルメあり、音楽あり、ゲームあり、

と盛りだくさんのイベントで、当日は
肌寒い天気にも関わらず、多くの来場
者でにぎわいました。

ブースを手伝う
ゼミ学生とボール
すくいを楽しむ
子供たち。

「次の開催では、武内千草ゼミでブースを出店いたします。
皆さん、是非お出かけください！」（武内千草 教授）



2023年12月9日（土）午前中、中村知子ゼミが、産業能率大学の代表として八幡中学校で
の避難所訓練に参加しました。中村知子ゼミは、昨年も八幡中学校での避難所運営訓練に参加
しています。

田中 彰夫 教授が八幡中学校特別支援学級の勉強会で講師を担当

中村知子ゼミ、今年も八幡中学校で開催の避難所訓練に参加

田中彰夫ゼミが八幡中学校の特別支援学級との交流を始めてから、10年以上が経過しています。
その連携協力の実績から、このたび特別支援学級に携わる先生方の勉強会に、講師としてお招きいた
だきました。

今回は、八幡中学校の改築工事
のため、HUGシステムを利用して
シュミレーションゲームを行うと
いう、新たな訓練方法になりまし
た。

授業ではグループワークが多く
取り入れられている産業能率大学
ですが、中学1年生、PTAの方、
地域の役員の方という幅広い年代
の方達が一つのグループになって
ワークを行うという初めての経験
から、多くの気付きと学びを得る
ことができました。

中村知子ゼミでは、60歳以上の世田谷区民向けに開催されているスマートフォン講座を、昨年
に引き続き、年明けもサポートしました。この講座は、区内各まちづくりセンターで午前と午後
に開催されたもので、世田谷区が選定した企業と連携して高齢者のスマホ利用のサポートを行う
ものです。学生たちがシフトを組み、毎回一定人数で継続的に参加し、講座をサポートしました。

グループワークの様子

中村知子ゼミ 年明けも引き続き、区内のスマホ教室で大活躍！

当日は、これまでの交流会の実績や具体的な内容を発表するとともに、交流会を通じて学生がどの
ように成長したか、学生自身の振り返りについても、資料を元に報告を行いました。

産業能率大学自由が丘キャンパス大学事務部学生サービスセンター

〒158-8630 東京都世田谷区等々力6-39-5 https://www.sanno.ac.jp/

年代を超えたメンバー構成。中村知子ゼミ
では、今回50人近くが参加しました。

田中 彰夫 教授

学生の手作りによる交
流会でのゲームは、季
節に合わせた題材を
扱ったゲームもありま
す。写真は、10月の
ハロウィンの時期に合
わせお菓子が題材と
なっています。

交流会の内容や運営は、毎回
学生たちの自主性に任せていま
す。毎回実施後に学生たちが振
り返りを行なっており、気付い
た点、反省点などについて、報
告を受けています。
交流会は2年生から4年生の各

学年有志で編成され、先輩から
後輩へと現在もノウハウが引き
継がれています。
これからも継続した支援活動

を実施していきますので、応援
いただきたく、よろしくお願い
いたします。
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